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第 10 章 愛 知 県 総 合 教 育 セ ン タ ー                

 

第 1 節  事   業   方   針  

 

１  教 育 研 究 調 査  

学校の現状に即した教育課題及び教育行政上の今日的な課題を把握して、学校・教育委員会と

の連携のもとに、中・長期的な展望に立って、それぞれの課題に応えるための先導的な研究を進

め、学校における教育実践の充実に寄与する。また、当センターにおける教育研究調査事業の位

置付けを明確にして、実態調査・課題把握、研究実践、成果の還元という見通しをもって研究 を

進める。  

２  教 育 関 係 職 員 研 修  

教育関係職員としての自覚を深め、教育の理念に基づき、意識改革及び資質能力の向上を図る

とともに、教育指導に関する基礎的、専門的知識・技能の充実や指導力の向上を目指して、教育

実践の場に直結した研修を実施する。  

３  教 育 相 談  

教育活動の充実・改善のために、一般教育相談・特別支援教育相談・教育関係職員相談を行う 。

また、各学校及び地域が行う教育相談活動の向上を図るため、教育相談担当者の支援を行う。  

４  教 育 情 報 収 集 ・ 提 供  

教育活動の充実・改善のために、各種教育情報の収集・処理・提供及び教育情報通信ネットワ

ーク等の管理・運営を行う。また、コンテンツの作成・充実を図りその他図書資料の貸出し等を

行う。  

５  生 徒 実 習  

農業教育（農業教育共同実習所）  

県 内 の高等学校の農業に関する学科及び系列で学ぶ生徒を対象として、農業機械に関する基礎  

的 な 技術・技能と知識を習得させ、実践力を高めるため、宿泊による集中的・効率的な農業機 械

実習を行う。また、希望者に対して農業機械等の運転資格等取得のための講習を行う。  

 

第 2 節  事   業   概   要  

 

１  教 育 研 究 調 査 事 業  

教育研究調査の事業方針に基づき、重点を次の三点とする。  

(1)学 校 の 教育課題及び教育行政上の今日的な課題を探り、それに応える。  

(2)研 究 と 研修との連携を一層図り、研究成果を研修講座の充実・改善に生かす。  

(3)研 究 成 果の発信と学校現場への普及・活用を図る。（研究発表会、研究紀要 (CD、 別 冊 )、 ウェ

ブページ、研修講座等）  
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平成 23 年 度に おいて行った研究・調査は、次のとおりである。  

領域 番号 研  究  主  題  研  究  内  容  研 究 形態  

教

育

課

程

及

び

学

校

の

諸

課

題 

1 
「 活 用 」を意識した授業改善と
評価の在り方に関する研究  

新 学 習指導要領の趣旨を踏まえ、習得さ
れた知識・技術の「活用」を意識した授業
改善方法の研究に取り組むとともに、その
評価方法も研究する。  

共 同 研究  
（ 協 力委員）

2 
生 き る 力をはぐくむ ESD実 践 カ リ
キュラムの開発に関する研究  

新 学 習指導要領で「持続可能な社会構築」
の重要性がいろいろな教科で言及されてい
ることを踏まえ、環境教育のみにとらわれ
ず、学校の教育活動全体における ESDの 在 り
方を、環境省中部環境パートナーシップオ
フィス等と共同研究する。  

共 同 研究  
（協力委員、NPO） 

3 
児 童 生 徒の情報モラルの指導法
に関する調査研究  

情 報 モラルの向上について児童生徒、保
護者をはじめ、広く県民に対しての啓発活
動を通じて、家庭・地域・学校の協働によ
る総合的な情報モラル向上を図り、児童生
徒の安全を図る。  

共 同 研究  
（ 協 力委員）

4 
発 達 段 階に応じたキャリア教育
の在り方に関する研究  

新 学 習指導要領にも位置付けられ、児童
生徒の発達の段階に応じたキャリア形成の
視点からの組織的・系統的な教育の普及を
図る。  

共 同 研究  
（ 協 力委員）

5 
指 導 改 善研修の在り方に関する
研究  

指 導 が不適切な教員のための効果的な研
修プログラム等について研究する。  

所 内 研究  

6 
実 践 的 な指導力の向上を図るこ
れからの教職員研修の在り方  

ラ イ フステージに応じた教職員研修の在
り方を研究することで、実践的な指導力の
向上を図る。なお、このテーマは全国教育
研究所連盟第 20期 共 同研究のテーマであ
り、東海北陸ブロックの教育センターで共
同研究することになっている。  

所 内 研究  

教

科

等

の

指

導

の

充

実 

7 
高 等 学 校新入学生徒の学力に関
する研究  
（ 国 語）（数学）（英語）  

全 県 的な規模で高等学校新入学生徒の学
力の実態把握及び教科指導の在り方につい
て研究する。  

共 同 研究  
（ 協 力委員）

8 

教 科 指 導の充実に関する研究  
（ 国 語）（地歴 ･公 民 ･社 会 ）  
（ 数 学）（理科 a）（ 理科 CST）  
（ 英 語）（技術 ･家 庭 ）（情報）  

高 等 学校の教科指導の現状把握と指導上
の課題等について調査研究するとともに、
小中高等学校の児童生徒及び教員が活用で
きる教材等の開発・収集と、その指導法等
についても研究する。  

共 同 研究  
（ 協 力委員）

9 
産 業 教 育の充実に関する研究  
（ 農 業・水産）（工業・商業）  
（ 家 庭・看護・福祉）  

産 業 教育に関して、生徒及び教員が活用
できる教材等の開発・収集と、その指導法
等について調査研究する。また、産業教育
の活性化に向けた方策等について協議し、
学校における産業教育の充実を図る。  

共 同 研究  
（ 協 力委員）

10 

情 報 教 育の充実に関する研究  
（ イ ンターネットの教育利用に
関する調査研究：参加・交流、
校内 LAN）  

参 加 ・交流学習に関する調査研究、及び
校内ネットワークの有効活用や運営に関す
る調査研究を進め、愛知エースネット等を
通して発信し、教育活動全般における情報
化の推進に資する。  

共 同 研究  
（ 協 力委員）

（ ICT授 業 活用に関する研究）  

ICT機 器 を 活用して授業の充実を図るた
めの研究を行い、研究成果を研修講座等で
提示することにより、各学校に ICT活 用 を
広める。  

所 内 研究  

11 
特 別 支 援教育の充実に関する研
究  

特 別 支援教育に関する部門の実践に役立
つ教育情報を収集・作成する。  

所 内 研究  

教
育
相
談 

12 
不 適 応 傾向にある児童生徒に対
する教育支援の在り方に関する
研究  

小 ・ 中・高校に在籍する児童生徒の実態
を把握し、学校、家庭、関係機関の役割を
明確にしながら、不適応傾向にある児童・
生徒への効果的な教育支援の在り方を研究
し、その具体方法を提示する。  

所 内 研究  

13 
高 等 学 校における特別支援教育
の実践に関する研究  

高 等 学校における発達障害生徒の支援の
在り方について、事例を基に検討する。ま
た、実践例を収集し、具体的な支援の方法
について検討し、適切な支援の方法・内容
を実践事例集としてまとめる。  

共 同 研究  
（ 協 力校）  
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２  教 育 関 係 職 員 研 修 事 業  

幼稚園、小・中・高等学校及び特別支援学校における教育実践上の諸問題を解決するため、次

の事項に留意して研修を行った。  

(1)教 育 実 践に役立つ研修  

(2)参 加 者 が意欲的に取り組むことができる研修  

    平 成 23 年 度 に 実施した研修は、次のとおりである。  

  ア  研 修区分・対象校種別講座（コース）数  

対 象 校 種  
研 修 区 分  

幼

・

保 

小 中 高 特 

小

特 

中

特 

高

特 

小

中 

幼

小

中 

小

中

高 

小

中

特 

中

高

特 
幼

小

中

高 

幼

小

中

特 

小

中

高

特 

幼
小
中
高
特 

小
中
高
特
他 

合

計 

基
本
研
修 

新 規 採 用  
教 員 研 修  

1 1 1  1 1    1         2     8 

教職経験者 
研 修  

1 2 2  3 3            2    13 

職 務 研 修  1  1  2 2    7 5   1     0    19 

課 題 研 修  1 1       2 0 1       2  1    8 

専 門 研 修  1    7  3 3  6 2  0 2 1 0 1  5 22   53 

長 期 研 修      2 1     1   3     2  1  10 

合 計  5 4 4 15 7 3 3 16 8 1 0 6 1 0 1 13 23 1 111 

 

イ  研 修 受講者数                             （ 単 位 ： 人 ）  

区       分  幼  小  中  高  特  そ の 他  合 計  

研 修 人 員  

教 員 等    415 2,049 1,151 2,900   788 176  7,471 

学 校 事 務
職 員 等  

    300     78   0    378 

計    415  3,500  3,758 176  7,849 

研修延人員 

教 員 等  1,332 8,575 4,826 7,934 2,301 261 25,229 

学 校 事 務
職 員 等  

    923     83   0  1,006 

計  1,332 14,324 10,318 261 26,235 

（ 注 1） 教 員等研修のうち長期研修・派遣研修・ｅラーニング単独研修を除く。  

（ 注 2）「 その他」は、保育所長、保育士等。  

 

３  教 育 相 談 事 業  

(1)一 般 教 育相談  

  ア  対 象  

     児 童 生 徒とその保護者及び関係教職員等  

  イ  内 容  

     身 体 ・ 精神、不登校、いじめ、非行、学業、進路・適性、家庭教育等  

  ウ  日 時  

     月 ～ 金 曜日  午 前 9 時 ～午後 5 時  
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     平 成 23 年 度 の相談実施状況は、次のとおりである。  

  対 象 別
内容別  

面  接  相  談  （ 相 談来所者総数）（人） 電  話  相  談       （ 回 ）

小学生  中 学 生  高 校 生  そ の 他  合   計  小 学 生  中 学 生  高 校 生  そ の 他  合   計  

身 体 ・ 精 神  155 106 126  2   389  49  26  47  2   124 

学 業  136  11  18  0   165  30   8  12  0    50 

不 登 校  169 199 427  0   795  97  66 191  3   357 

い じ め    5   0   0  0     5  16   5  10  2    33 

い じ め 関 連   (11)   (7)   (8)  (0)  (26)  (20)   (7)  (14)  (2)   (43) 

非 行 等    0   0  72  3    75   1   8  25  1    35 

性 格 等   46  26   7  0    79  51  16  15  2    84 

進 路 ・ 適 性    1  13  65  7    86   1  22  56 11    90 

家 庭 教 育  117  51  10  0   178  56  53  36  4   149 

そ の 他   27   9  12  0    48  92  67  86 55   300 

合     計  656 415 737 12 1,820 393 271 478 80 1,222 

※ い じ め関連は他の区分に入る相談でのいじめに関連するものであり、合計の内数として示す。  

 

(2)特 別 支 援教育相談  

保 護 者及び教育関係職員並びに関係機関からの要請に応じ、障害のある幼児児童生徒等に対

する教育相談を実施し、障害児の発達の援助を行っている。  

  ア  相 談の対象  

      障 害 の ある幼児児童生徒及びその保護者並びに関係教職員等  

   イ  相 談の 内容   

(ｱ)家 庭 に おけるしつけや養育について  

(ｲ)幼 稚 園 ・学校等における指導について  

(ｳ)就 学 に ついて  

 平 成 23 年 度 相 談実施状況は、次のとおりである。                 （単 位 ： 人 ）  

  対 象 別  
内 容 別  

就 学 前  小 学 生  中 学 生  高 校 生  小 計  保 護 者  教職員等 合 計  

家 庭 養育に関すること   34  61  3  0  98   148  13   259 

就 学 相 談に関すること  134   0  0  0 134   237   6   377 

訓 練・指導法に関すること   27 260 55 23 365   577  75 1,017 

障 害 の 程度に関すること    5  15  3  1  24    43   5    72 

進 路 に 関すること    0  17  1  2  20    35   2    57 

そ の 他 に関すること    4   8  0  0  12    18   2    32 

合   計  204 361 62 26 653 1,058 103 1,814 

 

 対 象 幼 児 児 童 生 徒 の 障 害 別 内 訳                      （ 単 位 ： ケ ー ス ）  

視 覚 障 害  聴 覚 障 害  知 的 障 害  肢体不自由 病弱・身体虚弱 言 語 障害  自 閉 症  そ の 他  合 計  

2 0 100 27 0 16 636 108 889 

 

(3)教 育 関 係職員相談  

県 内 の教育関係職員の身上・生活上の様々な問題について、専門医・相談員が相談に応じ、

その解決のために援助を行い、福祉を増進しようとするものである。職務上の悩み、家族や生

活上の問題、メンタルヘルスに関する問題など、平成 23 年 度中 に合計 142 回 の 相 談があった。  
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４  教 育 情 報 収 集 ・ 提 供 事 業  

(1)教 育 情 報処理  

教 育 情報の収集・処理・提供を通じて、教育活動や教育研究の質的向上を図るとともに、教

育関係者のコンピュータ利用に対する関心と理解を深めるため、アンケートの集計処理、生徒

指導データ処理、統計分析処理等の処理サービスを行っている。  

(2)図 書 資 料  

教 育 関係の専門図書、研究紀要、研究報告書、教科書、教育関係雑誌を収集・整理して、閲

覧に供し、図書の貸出しを行っている。  

    研 究 紀 要、研究報告書等については、コンピュータによる文献検索サービスを行い、教育関

係者の利用に供している。  

  ア  保 有数                                                       （ 24.3.31 現 在 ）  

教 育 関 係 図 書  
研 究 紀 要 ・  
研 究 報 告 書  

教 科 書  雑 誌  新 聞  

46,828 冊  63,902 冊  22,899 冊  31 種  4 種  

 

  イ  平 成 23 年 度 利 用状況  

開 館 日 数  入 館 者 数  利 用 図 書 冊 数  

244 日  1,668 人  5,874 冊  

 

(3)教 材 教 具ライブラリ（＊平成 24 年 3 月 末 に当該事業は廃止）  

幼 稚 園・小学校・中学校・県立学校をはじめ、社 会教育関係機関や団体を対象とする教材・

教具を収集・整備して、貸出しを行う。  

  ア  保 有数                                         （ 単 位 ： 本 ）（ 24.3.31 現 在 ）  

種         別  数    量  種         別  数    量  

1 6 ミ リ フ ィ ル ム  1,695 ビ デ オ テ ー プ  2,195 

D V D   122  

 

  イ  平 成 23 年 度 16 ミ リ フ ィルム利用状況                （ 単 位 ： 本 ）  

学   校   教   育  利  用  数  社   会   教   育  利  用  数  

保 育 園 ・ 幼 稚 園  11 P T A ・ 高 齢 者 等  0 

小 ・ 中 学 校   0 子 ど も 会  0 

県 立 学 校   1 官 公 署  0 

そ の 他   0 そ の 他  0 

合        計  12 合        計  0 

 

  ウ  平 成 23 年 度 ビ デオテープ利用状況                  （ 単 位 ： 本 ）  

学   校   教   育  利  用  数  社   会   教   育  利  用  数  

保 育 園 ・ 幼 稚 園    0 P T A ・ 高 齢 者 等  0 

小 ・ 中 学 校   62 子 ど も 会  0 

県 立 学 校   21 官 公 署  0 

そ の 他   18 そ の 他  6 

合        計  101 合        計  6 
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  エ  平 成 23 年 度 DVD 利 用 状 況                        （ 単 位 ： 本 ）  

学   校   教   育  利  用  数  社   会   教   育  利  用  数  

保 育 園 ・ 幼 稚 園   0 P T A ・ 高 齢 者 等  0 

小 ・ 中 学 校  19 子 ど も 会  0 

県 立 学 校   7 官 公 署  0 

そ の 他   0 そ の 他  2 

合        計  26 合        計  2 

 

(4)愛 知 県 教育情報システム（ AIES）  

    学 校 に おける教育活動を支援するため、教育課題の解決や教育実践に役立つ各種の情報を収

集・蓄積し提供する。  

  ア  主 なデータベース  

デ ー タベースの分野  主    な    内    容  

図 書 資 料 室 関 係 情 報  図 書 資料室に保管されている研究論文、教育図書等の情報  

国 立 教 育 政 策 研 究 所  
関 係 情 報  

全 国 の教育センター等刊行論文、実践的教育研究主題、博士・修士
論文題目、全国の教育センター等における教職員研修講座の情報  

 

  イ  利 用方 法  

     総 合 教 育センターのホームページ（ URL： http://www.apec.aichi-c.ed.jp/） 及 び  

愛 知 エースネットのホームページ（ URL： http://www.aichi-c.ed.jp/） か ら 利用できる。  

(5)愛 知 県 教育情報通信ネットワーク（愛知エースネット）  

県 内 の教育関係機関がインターネットへ接続するための拠点となるとともに、接続する学校

間で情報交換ができるサービスを提供する。また、愛知エースネットを経由することで、有害

情報へのアクセスを制限する。  

   ア  主 なサ ービス内容  

(ｱ)公 開 用 ホームページと内部用ホームページの開設  

(ｲ)電 子 メ ールの利用  

(ｳ)愛 知 県 教育情報システム（ AIES） デ ー タの提供  

(ｴ)コ ン テ ンツの提供  

(ｵ)ｅ ラ ー ニングの利用  

イ  利 用 校等                                                      （ 24.3.31 現 在 ）  

校 種 等  接 続 数  備 考 

小 学 校  38 校  ･FTTH 等   27 校  ･ADSL 等   5 校  ･ISDN 等  6 校  

中 学 校  18 校  ･FTTH 等   12 校  ･ADSL 等   2 校  ･ISDN 等  4 校  

県 立 学 校  174 校  ･FTTH 等  144 校  ･ADSL 等  30 校   

そ の 他  4 機 関  ･FTTH 等    1 機 関  ･ADSL 等   2 機 関  ･ISDN 等   1 機 関  

合 計  234 機 関  ･FTTH 等  184 機 関  ･ADSL 等  39 機 関  ･ISDN 等  11 機 関  
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５  平 成 23 年 度 普 及 事 業 の 概 要  

(1)研 究 発 表会  

       第 51 回 愛 知 県総合教育センター研究発表会（平成 23 年 11 月 25 日 （ 金 ））  

   ア  講 演  

     演 題  ナ ノ カーボンの世界  ― 世 界的研究は好奇心と偶然から―  

     講 師  名 古 屋大学大学院理学研究科教授  篠 原久典氏  

   イ  研 究発 表（ 6 部 会）  

部 会  
番 号  主        題  

1 「 活 用 」を意識した授業改善と評価の在り方に関する研究  

2 生 き る 力をはぐくむ ESD 実 践 カ リキュラムの開発に関する研究  

3 高 等 学 校における特別支援教育の実践に関する研究  

4 
学 校 に おける教育の情報化について  
～ ICT の 授 業活用と校務の情報化～  

5 
魅 力 と 活力のある家庭・福祉教育を目指して  
～新学習指導要領の趣旨を踏まえた教科指導の充実に関する研究～  

6 理 数 系 教員（コア・サイエンスティーチャー）養成拠点構築事業に関する研究  

 

(2)主 な 刊 行物  

ア  CD-ROM に よ る 研究刊行物  

研 究 紀要  第 101 集  

   イ  研 究紀 要別冊  

    「 平 成 23 年 度 高等学校新入学生徒の学力に関する研究〔国語・数学・英語〕」  

  (3)要 請 訪問  

県 内 の教育活動推進のため、研究相談に応じたり、要請により職員を派遣し、指導助言にあ

たる。                         （ 上 欄 は件数、下欄は対象人数）  

      内 容   
対 象  

生 徒  
指 導  

教 科  
指 導  

進 路  
指 導  

家 庭  
教 育  

特 別支 
援 教育 

教 材  
制 作  

教 育  
相 談  

道 徳  
教 育  

審 査  
発 表  

情 報  
処 理  

そ の他 合 計  

幼 児  
    14       14 

    54       54 

児 童 生 徒  
 4   8 1 1  7 3 1 25 

 760   17 100 15  2,637 1,661 90 5,280 

教 員  
1 116   89 1 11 7 15 4 5 249 

70 3,463   3,080 300 455 91 897 163 165 8,684 

Ｐ Ｔ Ａ  
 1   4  2  2   9 

 10   242  35  400   687 

一 般  
( 高 齢 者 ) 

 1        2  3 

 20        103  123 

一 般  
(サ ー ク ル ) 

            

            

そ の 他  
 1 1  2  2     6 

 40 40  68  40     188 

合   計  
1 123 1  117 2 16 7 24 9 6 306 

70 4,293 40  3,461 400 545 91 3,934 1,927 255 15,016 

（ 研 究 部・研修部・相談部・情報教育部の総計）  
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６  平 成 23 年 度 生 徒 実 習 の 概 要  

農業教育（農業教育共同実習所）  

 (1)生 徒 実習（対象：農業に関する学科及び系列で学ぶ 2 年 生 ）  

ア  参 加 生徒                          ※ （  ） は 女子数（内数）  

区    分  農 園 系学科  農 土 林系学科  生活食科系学科 総 合 学科  計  

参 加 学 級 数     17   7   8   2    34 

参 加 生 徒 数  
  642 
  (355) 

261 
 (71) 

305 
(233) 

 73 
 (48) 

1,281 
  (707) 

宿 泊 延 べ  
生 徒 数  

1,917 
(1,056) 

735 
(202) 

605 
(465) 

146 
 (96) 

3,403 
(1,819) 

日 程  3 泊 4 日  3 泊 4 日  2 泊 3 日  2 泊 3 日   

参 加 学 科  
・  

系 列 数 内 訳  

農 業(3) 園 芸(3) 
農業園芸(2) 施設園芸(1) 
生物工学(2) 動物科学(2) 
生物生産(2) 園芸科学(2) 

農業土木(1) 林 業(1) 
林産工芸(1) 森林環境(1) 
環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ( 3 ) 
 

生 活 科 学 (4) 
食 品 科 学 (3) 
人 と 自 然 (1) 

 

ｱｸﾞﾘｻｲｴﾝｽ(1) 
環 境 ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ( 1) 

 
 

 

 

イ  実 習 内 容  

(ｱ)ｴﾝｼﾞﾝ分 解 ・ 組立実習  

学 科 系  ｺｰｽ 実    習    内    容  
実 施 学 科・系列数  

農 園 系  農 土 林系  

農 園 系・  
農 土 林系  

Ａ  
2 機 種 の ｴﾝｼﾞﾝ分 解 ・ 組立  
 4 ｻｲｸﾙｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ 
 2 ｻｲｸﾙｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ 

 3 0 

Ｂ  
2 機 種 の ｴﾝｼﾞﾝ分 解 ・ 組立  
 男 子 ： 4 ｻｲｸﾙﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ及 び 4 ｻｲｸﾙｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ 
 女 子 ： 4 ｻｲｸﾙｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ及 び 2 ｻｲｸﾙｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ 

14 7 

生 活 食 科 系  4 ｻｲｸﾙｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝの 分 解・組立  8 

総 合 学 科  
ｱｸﾞﾘｻｲｴﾝｽ系 列 ： 4 ｻｲｸﾙｶﾞｿﾘﾝの 分 解 ・組立  
環 境 ﾃﾞｻﾞｲﾝ系 列：4 ｻｲｸﾙｴﾝｼﾞﾝ(ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ又 は ｶﾞｿﾘﾝ)の 分 解・組立

2 

 

   (ｲ)運 転 実 習  

学 科  実   習   内   容  実 施 学科・系列数  

農 園 系  

ど の 区分も ﾄﾗｸﾀ基 本 運 転 3 ｺ-ｽ・ 総 合運転と下記の応用運転  
ﾄﾗｸﾀ応 用 運転（けん引・ ﾛｰﾀﾘ耕 う ん ）  
ﾄﾗｸﾀ応 用 運転（けん引・ ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ）  
ﾄﾗｸﾀ応 用 運転（ ﾛｰﾀﾘ耕 う ん ・ ﾄﾞﾗｸﾞｼｮﾍﾞﾙ）  
ﾄﾗｸﾀ応 用 運転（ ﾛｰﾀﾘ耕 う ん ・ ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ）  
ﾄﾗｸﾀ応 用 運転（ ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞﾛｰﾀﾘ耕 う ん）  
ﾄﾗｸﾀ応 用 運転（ ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ・ ﾄﾞﾗｸﾞｼｮﾍﾞﾙ）  
ﾄﾗｸﾀ応 用 運転（ ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ・ ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ）  
ﾄﾗｸﾀ応 用 運転（ ﾄﾞﾗｸﾞｼｮﾍﾞﾙ・ ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ）  
ﾄﾗｸﾀ応 用 運転（ ﾄﾞﾗｸﾞｼｮﾍﾞﾙ・ ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ）  

 
1 
3 
3 
1 
1 
3 
2 
1 
2 

農 土 林 系  

ﾄﾗｸﾀ基 本 運転１ ｺｰｽと 下 記 の施工機械運転  
 ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ・ ﾄﾞﾗｸﾞｼｮﾍﾞﾙ・ ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ  
 ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ・ ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ・ ﾄﾞﾗｸﾞｼｮﾍﾞﾙ  
 ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ・ ﾄﾞﾗｸﾞｼｮﾍﾞﾙ・ ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 

 
1 
3 
3  

生活食科系  ﾄﾗｸﾀ基 本 運転 3 ｺ-ｽ 8 

総 合 学 科  
ｱｸﾞﾘｻｲｴﾝｽ系 列 は ﾄﾗｸﾀ基 本 運 転 3 コ － ス  
環 境 ﾃﾞｻﾞｲﾝ系 列 は ﾄﾗｸﾀ基 本 運 転と施工機械 2 機 種 選択  
（ ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ、 ﾄﾞﾗｸﾞｼｮﾍﾞﾙ、 ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ）  

 
1 
1 

 

  (2)資 格 取得講習（対象：農業に関する学科及び系列で学ぶ 3 年 生）  ※ （  ） は 女子数（内数） 

講     習     名  日    程  参加人数 

小 型 車両系建設機械（ 3ｔ 未 満）運転業務講習  2 日 間 （ 4 回 ）  48（ 14）

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ（ 1ｔ 未 満 ）運転業務講習  2 日 間 （ 4 回 ）  16（  1）

農 業 機械技術講習  1 日 間 （ 2 回 ）  20（ 10）

大 型 特殊自動車運転技能講習  3 日 間（ 2 回 ）（自由練習 6 日 ）  5（  1）

計  89（ 26）

 


